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【はじめに】金沢の伝統工芸品のひとつである金箔は生産量・販売額の低落や従事者の減少など

の問題に直面している 1)。これは需要の減少に起因するものであり、新たな用途開拓が喫緊の課

題である。我々は金箔を有機薄膜太陽電池の電極として利用することを検討し、優れた変換効率

が得られたことを報告した 2)。さらに、最近では金箔を原料とする金微粒子の用途開発を進めて

いる 3)。本報告では、金箔から製造された金微粒子（金消粉）を導電性インクの添加剤として用い

て、インクの乾燥後に得られた導電性高分子薄膜の導電性への影響を評価した。その結果、金消

粉の粒子の形状と分散性が導電性の向上における主要な要因であることがわかったので報告する。 

【実験方法】製造元の異なる 4種の金消粉（Au Powder 1~4）を走査型電子顕微鏡（SEM）を用い

て粒子形状および粒子サイズを評価した。また、PEDOT:PSS 溶液に金消粉を所定量添加した導電

性インク溶液を作製し、キャスト法を用いてガラス基板上に製膜した。得られた薄膜の電気抵抗

は二探針法により測定し、電気抵抗の金消粉含有量依存性を測定した。 

【結果および考察】Figure 1に製造元の異なる金消粉の SEM画像を示した。粒子形状はいずれも

厚さ 0.1～0.15 mのフレーク状であった。図より 10 個の粒子を無作為に選出し、粒子サイズを計

測した。各金消粉の平均粒子サイズは Au Powder 1が 7.3×9.2 m2、Au Powder 2 が 6.3×7.5m2、

Au Powder 3が 4.9×6.2m2、Au Powder 4が 2.7×3.4m2であった。また、粒子サイズの減少とと

もに、分散性が向上した。 

Figure 2 に高分子薄膜の抵抗値と金消粉の添加量の関係を示した。PEDOT:PSS 溶液に金消粉を

添加しない場合の抵抗値は 6.6 kであった。金消粉を添加することで抵抗値が大幅に低下した。

Au Powder 1（1号色）を添加した場合は抵抗値に大きな変化はみられなかったが、Au Powder 2~4

（4 号色）を添加した場合は 1.0 wt%付近で抵抗値が、

未添加時に対して約 330 分の 1 まで低下した。この違

いは消粉の原料である金箔の種類の違いによるものだ

と考えられる。Au Powder 2と 3、4の抵抗値の減少が

飽和するまでの挙動に差異が生じたのは、消粉の添加

による導電経路形成において、粒子サイズが小さく、

分散性の優れた金消粉ほどパーコレーション・ネット

ワークを形成しやすいためと考察した。 

【まとめ】金消粉はフレーク状の粒子であった。金消

粉を PEDOT:PSS溶液に添加したところ、添加濃度に依

存した抵抗値の低下（導電性の向上）がみられた。こ

抵抗値の低下の効果は、粒子サイズが小さく、分散性

に優れた金消粉で顕著であった。発表では、金消粉の

分散性を支配する要因についても報告する。 
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Fig. 2 Resistance of the conductive films 

depend on the Au powder concentration 

Fig. 1 SEM image of Au powder  
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